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エンタープライズ向け
アプリケーションの
ポートフォリオをモダ
ナイズしましょう

内容
	– 最新のアプリケーションを
段階的、安全かつ経済的
に構築するベスト・プラク
ティスをご紹介します。

	– アプリケーションをモダナ
イズする際に企業が陥りや
すい落とし穴を回避する方
法 

ここ数年間における世界の急激な変化は、ITに多大な影響を与え
ています。ITストラテジーは常時稼働型のAIファーストの世界へ
と移りつつあります。多くの組織にとって、それはデジタル・ト
ランスフォーメーションとAI導入の取り組みを加速させることを
意味します。変動の続く予想不可能な環境において競争優位性を
得て、チャンスを捉えるための新しい方法を模索するITリーダー
にとって、重要なプロセスとオペレーションの管理とモダナイ
ゼーションは引き続き最優先事項となっています。
 
ここで問題となるのは、アプリケーションをモダナイズするタイ
ミングをどのように見極めることができるかという点です。どこ
から着手し、モダナイゼーションへの投資のビジネス・ケースを
どのように作成すべきでしょうか。この電子書籍では、最新のア
プリケーションを段階的に、安全かつ経済的に健全な方法で構築
するためのベスト・プラクティスをご紹介します。また、ビジネ
ス上の価値がはっきりしない、プロジェクトに時間がかかりすぎ
る、ベンダー・ロックインが起こるなど、企業が陥りやすい落と
し穴もいくつか説明します。モダナイズの道程を始めるにあた
り、何を避けるべきか、どのようにすれば避けられるのかをご確
認ください。
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要因と
直接的なメリット

アプリケーションのモダナイゼーションは、アプリケーションが
現在および将来のニーズを満たしながらアプリケーションを保
守、拡張、展開、管理できるように更新していくプロセスです。
これはビジネスやテクノロジーの面で、組織にいくつものメリッ
トをもたらします。ここではその一部について説明します。

IBM® Powerサーバーでは、既存のアプリ
ケーションの使用を継続しながら、その
周囲で新しいクラウドネイティブのアプ
リケーションの導入を開始できます。

デジタル・トランスフォーメーションの加速
これまで以上に、組織は既存の顧客を満足させ、新しい顧客を惹
きつけ、競争上の優位性の確保につながる、革新的で魅力あるエ
クスペリエンスを提供するための新しい方法を見つけ出す必要に
迫られています。その達成のためには、従来のビジネスモデルを
再考するだけではなく、アジリティ、パーソナライゼーション、
長期的なカスタマー・ロイヤルティーにつながるテクノロジーと
ストラテジーを受け入れることも必要です。

卓越した開発者エクスペリエンスを実現
組織で最も価値ある資産は人材です。社内のアプリケーション開
発者が適切な一連のテクノロジーと最新アプリケーションに常時
かつ簡単にアクセスできる状態にして、開発者の創造性を発揮さ
せ、顧客に感銘を与えられるような顧客体験を構築することが望
ましいでしょう。それこそが、隠された競争優位性をITを通じて
引き出す方法なのです。

ハイブリッド・マルチクラウド全体にエンタープライズ・ 
アプリケーションを展開する
企業がハイブリッドクラウド戦略を進める中、最大限のメリッ
トを享受するために、ランドスケープのどこにでもアプリケー
ションを展開できる柔軟性が極めて重要です。この柔軟性に
よって、複数のパブリッククラウド・プロバイダーで起きてい
る継続的なイノベーションを活用しつつ、自社のデータセン
ターのセキュリティー、データ・プライバシー、信頼性を維持
することができます。こうした選択力と柔軟性は、今日の市場
で競争力を維持した差別化を成功させるうえで不可欠です。
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モダナイゼーションのビ
ジネス・ケースの構築

インフラストラクチャー関連コストの節約

↓69％
過去3年間における毎秒トラ
ンザクションTCOの削減

↓45％
ソリューションの総コストの
削減

ビジネス成果の拡大

↑3.6×
x86サーバーと比較して、コア1つあた
りの毎秒トランザクション件数が増加 

x86サーバーと比較した3年
間でのコスト削減

127万米ドル

企業がモダナイゼーションを開始する前に遭遇しうる最大の課題
に予算の確保があります。アプリケーションのモダナイゼーショ
ンがどのように投資を回収するかだけでなく、時間の経過ととも
にさらなるコスト削減効果を生み出すかを実証し、ビジネス・
ケースを作成します。

IBM ITが報告した定量的メリットをご覧ください。IBM Power上
でRed Hat OpenShiftを稼働させることによるコスト削減効果。¹
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アプリケーションをモ
ダナイズするための4つ
のアクション

アクション1. 既存のアプリケー
ションを評価する 
従来型アプリケーション、複合型
アプリケーション、クラウドネイ
ティブ・アプリケーションを特定
する。

 
アクション2. 段階的に 
モダナイズする 
最大限に簡素化しながらイノベー
ションを進め、一般的なモダナイ
ゼーション手順を実行する。 
8ページ→

 
アクション3. 組織全体でDevOps
文化を徹底する 
マイクロサービスとコンテナを導
入し、ビルドからデプロイまでの
一連の流れを自動化する。 
10ページ→

 
アクション4. レガシー・アプリ
ケーションを強化し、オートメー
ションを導入する 
時間とコストの節約、デプロイメ
ントの迅速化、より安全な環境を
実現しながら、市場投入までの時
間を短縮し、拡張性や柔軟性を実
現する。 
10ページ→

エンタープライズ・アプリケーションをモダナイズすると、時や
場所を問わずアプリケーションを実行できる柔軟性が得られま
す。この結果、ハイブリッドクラウド環境への移行が格段にス
ムーズになります。クラウドネイティブのマイクロサービスのア
プローチを採用すると、これらのメリットが増大し、クラウドに
固有の拡張性と柔軟性が得られます。

モダナイズに IBM Power サーバーを利用すると、新しいクラウ
ドネイティブのマイクロサービスを既存のエンタープライズ・ア
プリケーションやIT資産と共存および連携させることができると
ともに、IBM Powerならではの優れたパフォーマンスや信頼性、
セキュリティーのメリットを活用できます。これにより、生産性
や統合を妨げる障壁を取り除き、かつてないユーザー・エクスペ
リエンスを創造して、新しいアプリケーションを開発し、ひいて
は新たなビジネス・チャンスを引き出すことができます。

アクション1.  
既存のアプリケーションを評価する 

アプリケーションのモダナイゼーションを始めるにあたり、まず
は、現在のアプリケーションを評価します。クラウドにすぐにデ
プロイできるアプリケーションと、リファクタリングが必要なア
プリケーションを特定しましょう。これは継続的なプロセスで
す。モダナイゼーションを進めるには、一連のアプリケーション
を評価する必要があります。すべての評価が完了したら、組織の
目標と予算と照らし合わせて現状を把握します。この作業は必要
に応じて繰り返します。

https://www.ibm.com/jp-ja/products/power
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従来型アプリケーションを特定する
モノリシック・アプリケーションとも呼ばれる従来型アプリケー
ションは、長年にわたって企業に貢献してきました。この種のア
プリケーションは通常、単一ユニットとしてパッケージ化およ
びデプロイされる複数のサービスで構成され、通常は仮想マシ
ンまたは論理パーティション（LPAR）内で実行されます。例え
ば、3層アーキテクチャーで動作する架空の銀行アプリケーショ
ンを考えてみましょう。アプリケーション層が入金、出金、残高
照会のサービスを提供するとします。プレゼンテーション層と
アプリケーション層は通常、Java 2 Platform, Enterprise Edition
（J2EE）ランタイム（Power上で動作するIBM® WebSphere 
Application Serverなど）の単一ユニットとしてデプロイおよび更
新されます。多くの場合、この種のアプリケーションは時間の経
過とともに肥大化し、複数のWebアプリケーション・アーカイブ
（WAR）ファイルが1つの巨大なエンタープライズ・アーカイブ
（EAR）ファイルにバンドルされた構成となっています。基盤と
なるデータ層は、IBM Db2やOracle Databaseなど、可用性に優
れたリレーショナル・データベースによって提供されます。これ
はIBM AIXやIBM i上の仮想マシン内で動作し、長年にわたり実証
されてきた信頼性と性能を活用しています。この構成は、モダナ
イゼーションの対象にふさわしい従来型アプリケーションのよい
例です。

複合型アプリケーションを特定する
複合アプリケーションとは、仮想マシンとコンテナの両方を使用
する従来型アプリケーションとクラウドネイティブ・アプリケー
ションを組み合わせたアプリケーションです。こうした組み合わ
せは、多くの組織にとって有用になる傾向があります。なぜな
ら、すべてのアプリケーションを書き直す必要がなく、価値を提
供できる新しい最新ソフトウェア開発手法を活用できるからで
す。複合型アプリケーションでは、ある種のモダナイゼーション
が行われました。ここでは、時間、予算、投資収益率（ROI）の
許容範囲で、この取り組みを繰り返し続けることになります。

例えば、大きく分けて10種類の機能を提供しているエンタープ
ライズ・アプリケーションの場合、最初の数ラウンドのモダナイ
ゼーションでは、そのうち3つだけをクラウドネイティブ・モデ
ルに変換することになるかもしれません。更新することが決定的
に重要で、最大のビジネス価値をもたらすサービスであるといっ
た理由で対象を選ぶことが考えられます。続くソフトウェア・サ
イクルでは、それらの次に価値のあるサービスを対象とし、その
後も同様に進めます。このサイクルは、アプリケーション全体を
完全なクラウドネイティブ・モデルに変換するまでの間か、十分
なROIが見込めなくなるまでの間、あるいは予算がなくなるまで
の間は続きます。

クラウドネイティブ・アプリケーションを特定する
クラウドネイティブ・アプリケーションは、「クラウドで生ま
れた」アプリケーションです。マイクロサービス・ベースの
アーキテクチャーを最大限に活用し、コンテナと、対応するコ
ンテナ・オーケストレーション・プラットフォーム（例えば
Kubernetes、Red Hat OpenShift Container Platform、または
その両方）を使用します。これらのアプリケーションは、データ
センターでのオンプレミスでも、1つ以上のパブリッククラウド
でのオフプレミスでも、どこでも実行できます。したがって、ビ
ジネス・ニーズに基づいて、必要なときに必要な場所でこれらの
アプリケーションを実行できます。クラウドネイティブ・アプリ
ケーションの場合、アーキテクチャーの大幅な更新は必要ないと
考えられますが、アプリケーションのデプロイメント、構成、更
新のために、マルチクラウド管理機能とDevOpsオートメーショ
ンのパイプラインを最大限に活用できるようにする余地は残って
います。これらのツールを利用することで、アプリケーションに
対するすべての操作の信頼性、再現性、安全性を確保できます。
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アクション2.  
段階的にモダナイズする

アプリケーションのモダナイゼーションにおける次なるステップ
は、ロードマップの作成です。ロードマップを作成することで、
エンタープライズ・インフラストラクチャー全体に一度に導入す
る代わりに、少しずつモダナイズすることができます。

最大限に簡素化しながらイノベーションを進める
アプリケーションのモダナイゼーションには数多くのメリットが
ある一方で、企業が陥りがちな落とし穴も数多くあります。例え
ば、プロジェクトに時間やコストがかかりすぎたり、完了の判断
基準を明確に定義しないまま延々と続いたりすることがありま
す。これらすべてに共通するテーマは、実現されるイノベーショ
ンとビジネス価値に関連する複雑さの管理です。クリティカルな
アプリケーションの基盤となるコンピューティング・プラット
フォームでモダナイズを行うことには重要なメリットがありま
す。こうしたプラットフォームを利用することで、アプリケー
ションとワークロードの開発・実行・管理を、ハイブリッドクラ
ウド環境全体で一貫して行うことができます。

その1つは、価値を最大化しながらリスクと費用を最小限に抑え
られることです。例えば、IBM Powerでは、リスクを排除し、
コストを大幅に削減し、既存のアプリケーションを実行し続けな
がら、企業にあったペースで新しいクラウドネイティブ・アプリ
ケーションを少しずつ導入することができます。これにより、既
存投資を無駄にしないだけではなく、テクノロジー・スタック
を最新化する際に、Powerプラットフォームのすべてのイノベー
ション、テクノロジー、および経済的メリットも享受できます。

一般的なモダナイゼーションの手順を実行する

ステップ1：コンテナ式導入で、既存のエンタープライズ・ 
アプリケーションを使用しながら新たなアプリケーションを導入
します。
コンテナの概念はかなり前からさまざまな形で存在していました
が、広く普及したのはごく最近のことです。この成長の起爆剤と
なったのは、エコシステム、つまり、開発者が再利用可能なコ
ンテナ資産をダウンロードして共有する場所であるDocker Hub
やQuay.ioなどの人気の高いコンテナ・レジストリーの概念でし
た。コンテナを使用すると、アプリケーション自体を中断したり
更新したりすることなく、個々のコンポーネントの分離、リファ
クタリング、テスト、必要に応じた再デプロイ、拡張縮小を行う
ことができます。こうした疎結合型マイクロサービスは、ハイブ
リッドクラウド全体に導入される過程で、共通の標準やセキュリ
ティー強度を徹底していきます。
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コンテナには他では得られない多くの利点があります。これらは
軽量で、起動が早く、一貫性があり、ポータブルなアプリケー
ション・ランタイムを実現します。さらに、開発者はこれらの資
産を簡単に共有でき、基盤となる定型作業に時間を費やさずに済
むため、アプリケーションの構築時間が大幅に短縮されます。 

したがって、モダナイゼーションに着手する簡単な方法は、従来
型アプリケーションを使用しながら、新しい革新的なクラウドネ
イティブ・サービスを徐々に導入していくことです。ここで、先
程の架空の銀行アプリケーションに話を戻しましょう。この銀行
が、新しいモバイル・フロントエンド・インターフェースの構築
や、クラウドベースの位置情報サービスを利用した最寄りのATM
検索機能の開発を考えているとします。このプロセスを用いれ
ば、既存のアプリケーションを中断することなく、アプローチし
やすい低リスクの方法でモダナイゼーションを実現できます。加
えて、Node.js、Python、Golang、継続的インテグレーション
／継続的デリバリー（CI/CD)など、新しいプログラミング言語
や開発手法によるイノベーションとスキル開発への道が開けま
す。

また、既存のPowerハードウェアを活用しながら、Red 
Hat OpenShift Container PlatformおよびRed Hat Ansible 
Automation Platformを使用してモダナイズされたアプリケー
ションを新たにデプロイしたり、これまでにない方法で運用する
こともできます。

ステップ2：コンテナに移行します。
アプリケーションのモダナイゼーションが進展し、関連するテ
クノロジーやツール、および作業に慣れてきたら、アプリケー
ションのコンテナ化を評価できる段階になります。これにより、
DevOpsプラクティスを活用して、アプリケーションの可搬性を
クラウド全体で向上させ、ソフトウェアの更新頻度を高めること
が可能になります。可搬性があるJavaなどのテクノロジーを基
盤とするアプリケーションの場合、このプロセスは非常に簡単で

す。通常は、アプリケーション自体にあまり変更を加える必要は
なく、Red Hat OpenShiftと組み合わせたコンテナがもたらす運
用面、管理面、監視面のメリットを享受できます。

ネイティブIBM AIXやIBM iで、RPGやCOBOL上で動作している
アプリケーションの場合は、変更を加えずそのまま使用し、「コ
ンテナを徐々に導入する」アプローチに重点を置くとよいでしょ
う。このアプローチを採用することで、プラットフォームの再構
築に伴う非常に大きなリスクと費用を排除しながら、新しいテク
ノロジーによるイノベーションのメリットを最大限に享受できま
す。

モダナイゼーションに着手する簡単な方
法は、従来型アプリケーションを使用し
ながら、徐々に新しい革新的なクラウド
ネイティブ・サービスを導入していくこ
とです。.

ステップ3：クラウドネイティブ、マイクロサービス、API
ファーストのアーキテクチャーに合わせて再設計および構築しま
す。
アプリケーションをコンテナに移行するというだけでは、必ずし
もこれらのアプリケーションが本当の意味でクラウドネイティブ
であるということにはなりません。それぞれのクラウドネイティ
ブ・アプリケーションには、それぞれの論理機能を示す一連のマ
イクロサービスがあります。また、各マイクロサービスには、そ
の機能にアクセスするための通信メカニズムとなる明確に定義さ
れたAPIがあります。このアプローチでは通常、アプリケーショ
ンの変更が必要となるため、単にアプリケーションをコンテナに
移動する場合よりも完了までに時間がかかる可能性があります。
このことを念頭に置いて、プロセスに反復的なアプローチを採用
すると、作業が管理しやすくなります。

モダナイゼーションでこれらのアプローチを使用することにはき
わめて大きなメリットがあります。メリットの例としては、市場
投入までの時間の短縮、開発効率の向上、アプリケーションのデ
プロイメントの柔軟性の向上、DevOpsの自動化とのシームレス
な統合、最新のテクノロジー・イノベーションの導入のしやすさ
の向上が挙げられます。
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アクション3.  
組織全体でDevOps文化を徹底する

モダナイゼーションの取り組みに着手する場合、成功には
DevOpsとオートメーションを優先する文化が欠かせません。ま
た、アプリケーションのモダナイゼーションの主なメリットの1
つは、より高い品質のソフトウェアを、より高い頻度でリリー
スできることです。これは、効果的なDevOpsとオートメーショ
ン戦略により達成できます。例えば、組織内でマイクロサービ
スとコンテナの採用が進む中、ビルドからデプロイメントまで
の流れを完全に自動化することは業界のベスト・プラクティス
の1つです。アプリケーションを構築する際、あるいはRed Hat 
OpenShiftやKubernetesなどのアプリケーション・プラット
フォームにデプロイする際に、人間が直接関与する必要はあり
ません。

こうしたDevOpsスタイルのビルドとデプロイメントのプロセ
スを構築するには、Jenkins、Travis CI、Red Hat OpenShift 
Pipelines、Tektonなどのテクノロジーを利用できます。
DevOpsの文化を取り入れることにより、定型的なタスクを自動
化してチームの貴重な時間を節約できるだけでなく、すべての
工程を再現可能かつ信頼性の高い方法で実行して、品質を向上
させることができます。

DevOpsテクノロジーの詳細はこちら →

アプリケーションのモダナイゼーション
の主なメリットの1つは、より高い頻度で
高品質のソフトウェアをリリースできる
ことです。

アクション4.  
レガシー・アプリケーションを強化し、
オートメーションを導入する 

クラウド管理の観点から見ると、インフラストラクチャーの運用
と監視の両方に効果的なメカニズムの導入が成功の鍵となりま
す。最新のハイブリッドクラウド・インフラストラクチャーで
は、アプリケーションは仮想マシンかコンテナ、またはそれら
の組み合わせで動作し、オンプレミスか1つ以上のパブリックク
ラウドにデプロイされます。この環境はIBM Powerを使用する
だけでなく、x86サーバーやIBM Zシステムなどの他のプラット
フォームと統合して、柔軟性を最大限に高めることができます。

したがって、ハイブリッド・マルチクラウドのランドスケープ全
体で環境を管理する機能が不可欠です。また、クラウドネイティ
ブ・アプリケーションをモダナイズし、エンドツーエンドのIT運
用を自動化する必要もあります。

モダナイゼーションは、組織が従来型アプリケーションをクラウ
ドベース・アプリケーションに変換するのに役立ちます。この
変換によって組織は、市場投入までの時間の短縮や拡張性、柔軟
性、コスト削減など、クラウド利用のメリットを享受できるとと
もに、プロセスの効率性とビジネスの生産性を向上させることが
できます。

オートメーションを取り入れた組織は、クラウド・リソースのス
ケーリング、プロビジョニング、構成に手作業で対応する労力を
削減または排除することができます。また、ハイブリッド環境の
アプリケーションとインフラストラクチャー全体で一貫したエン
タープライズ・パフォーマンスを発揮できるようになるため、時
間とコストの節約を強化し、より迅速なデプロイメントやより安
全な環境を実現できます。

https://www.ibm.com/jp-ja/cloud/devops
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始めましょう

計画を立て、優先順位を付け、予定通り
に計画を進めるためのヒント

モダナイゼーション・プロジェクトに着手する際には、常にビジ
ネスの優先順位に見合った取り組みとなるように心がける必要が
あります。そうすることで、あらゆる取り組みのビジネス価値を
明確に説明できます。またこれは、技術的な成果物の優先順位付
けと範囲の明確化にも役立ちます。プロジェクトを順調に進める
ためのヒントについておさらいしましょう。.

1. アプリケーションを評価する
前のセクション「既存のアプリケーションを評価」のガイドライ
ンに従って、アプリケーションを従来型、複合型、またはクラウ
ドネイティブ型に分類します。分類を行うことで、アプリケー
ションの状況を詳しく把握できるため、どこに注力すべきかを見
極められるようになります。

2. スコープを現実的に考える
ビジネス・ケースの作成に着手する際には、管理可能な規模に範
囲を設定するようにします。例えば、一度に数百種類のアプリ
ケーションをモダナイズしようとして大規模なビジネス・ケース
を1つ作成したり、数年にわたる長期的プロジェクトを計画した
りすることはお勧めできません。むしろ、まずは特定のアプリ
ケーションや、より複雑なアプリケーションであれば特定のコン
ポーネントのみに範囲を絞って作業を開始します。

3. ビジネス・ケースを構築する
同様に、前のセクション「モダナイゼーションのビジネス・ケー
スの作成」のガイドラインに従って、ビジネス・ケースを作成し
ます。この手順は、重要なアプリケーションに集中するのに役立
つだけでなく、必要に応じて、モダナイゼーション・プロジェク
トに対する経営陣の承認を得るのにも役立ちます。アプリケー
ションの評価からスタートし、最大のROIをもたらすアプリケー
ションに焦点を当てます。どのビジネスにも独自の機会と課題
があるため、どのアプリケーションが最大のROIをもたらすかは
企業ごとに異なります。例えば、オンライン小売業者は、モバイ
ル・ユーザー用インターフェースをできるだけ早くユーザーが使
用できるようにする必要がある一方、金融機関では、ソフトウェ
アの品質を損なわずに、Webインターフェースの新しいバージョ
ンを毎月ではなく毎週リリースする必要があるかもしれません。

4. プロジェクトを実行に移す
プロジェクトを実行に移します。ビジネス価値や作業量について
の当初の見積もりが間違っていたことに気づいた場合は、ビジネ
ス・ケースを再検討し、それに応じて範囲を調整して、プロジェ
クトが泥沼化しないよう注意する必要があります。

5. 結果を評価して、繰り返す
プロジェクトを1つずつ完了させていくにつれて、テクノロジー
や、何がうまくいき、何がうまくいかなかったのかについて多く
のことを学ぶはずです。DevOpsの経験が深まることで、その知
識を次のモダナイゼーション・プロジェクトに役立てることがで
きます。
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ビジネス・ケースには次の内容が
記載されている必要があります。 

	– 長期的な財務的および技術的側
面における望ましい成果および
利益 

	– プロジェクトの見積もり 

	– 完了までにかかる期間

IBM Powerの強みとメリットを活用する

IBM Powerは、信頼性、性能、セキュリティーの面で業界をリー
ドしています。このプラットフォームは、データ集約型のアプリ
ケーションやミッションクリティカルなアプリケーションに対し
て優れたコンピューティング・パフォーマンスを提供するだけで
なく、コンテナベースの各種のモダン・アプリケーションの優れ
た基盤となります。Webとミドルウェア、クラウドとDevOps、
最新のプログラミング言語とランタイム、データベース、分析、
モニタリング・アプリケーションはいずれも、Powerプラット
フォームで適切に動作します。

柔軟かつ効率的な活用
処理量の急増に対処し、各サーバーが処理できるクラウド・ワー
クロードを増やすには、IBM PowerVMハイパーバイザーのオン
デマンドのCPU容量や、Red Hat OpenShiftのCoreOSノード間で
のCPUコアのプール共有を利用できます。無制限プロセッサーや
共有プロセッサー・プールなど、差別化されたハイパーバイザー
構造により、性能のサービス・レベル契約（SLA）の遵守を保証
しながら、追加容量を必要としているワーカー・ノードに対し
て、未使用のプロセッサー・サイクルを割り当てることができま
す。

https://www.ibm.com/jp-ja/products/ibm-powervm
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より少ないサーバーでソフトウェアのパフォーマンスを向上
クラウドネイティブ・アプリケーションを、AIX、IBM i、Linux
仮想マシン・ベースのアプリケーションやエンタープライズ・
データと共存させて、ビジネスクリティカルなデータへの低遅延
API接続を利用できます。サブキャパシティー・ライセンスを活
用して、コンテナ化されたソフトウェアのライセンスに伴うコス
トを大幅に削減できます。これは例えば、PowerVMの共有プロ
セッサー・プールを使用するIBM Cloud Paksで利用できます。
この方法では、アプリケーションの性能を損なうことなく、Red 
Hat OpenShiftのワーカー・ノード間でCPUコアを自律的に共有
できます。また、競合するプラットフォームを使用する場合と比
較して、同等のスループット・レベルで同等のアプリケーショ
ン・セットを実行するために購入が必要なPowerプロセッサー・
ベースのサーバー数が少なくて済みます。

貴社のデータにグラビティーをもたらす
IBM Powerには、企業のミッションクリティカルなデータを格
納します。AIX、IBM i、またはLinux仮想マシンに隣接する仮想
マシンでRed Hat OpenShiftを実行すると、PowerVM virtual I/O 
Serverにより、エンタープライズ・データへの低遅延かつ安全な
通信を実現します。この方法では、ネットワーク・ホップが少な
いため、優れたパフォーマンスが得られます。また、ネットワー
ク・トラフィックが物理サーバーから出る必要がないため、新し
いクラウドネイティブ・アプリケーションとエンタープライズ・
データ・ストア間での高度かつ安全な通信が可能になります。

信頼できるセキュリティーとレジリエンス
信頼性とセキュリティーを強化できるように構築されたサー
バー・プラットフォームを使用しましょう。また、IBM Storage
とIBM Technology Expert Labsが提供するIBM Power Cyber 
Vaultを活用しましょう。IBM Power Cyber Vaultは、規範的で
変更不可能な、エアギャップされたデータのコピーを作成するこ
とで、組織をランサムウェアから守ります。AIを活用した異常検
知機能により、1分未満でのランサムウェア脅威の検知を保証し
ます。2

信頼できる基盤の上に構築

Kubernetesは、エンタープライズ・アプリケーションをモダナイ
ズするための中核となる基盤を提供します。最高のオープンソー
ス・コンテナ・オーケストレーション・プラットフォームである
Kubernetesは、開発者とIT管理者の双方にメリットをもたらし
ます。具体的には、開発者は最新のソフトウェア・イノベーショ
ンにアクセスしてソフトウェアをより迅速に構築できる一方で、
IT管理者はプラットフォームとインフラストラクチャーを簡単に
観察・操作・管理できます。こうしたメリットにより、高価値で
高品質のソフトウェアをユーザーに迅速に提供することができま
す。これらはすべてRed Hat OpenShift Container Platformにより
可能になります。

IBM Powerで実行するRed Hat OpenShift Container Platform
Red Hat OpenShiftは、ハイブリッドクラウドのデプロイメント
を管理するためのフルスタックの自動運用機能を備えた、エン
タープライズ対応のKubernetesコンテナ・プラットフォームで
す。開発者の生産性を向上させ、イノベーションを促進するよ
うに最適化されています。すべてのIBM Powerサーバー（IBM 
Power8プロセッサー以降）に完全対応しています。

IBM Powerは、現在のコア・エンタープライズ・アプリケーショ
ンだけでなく、アプリケーションのモダナイゼーションが今後も
たらすデジタル・トランスフォーメーションにも対応できるよう
に設計されています。前述の通り、IBM Powerはコンテナ化さ
れたワークロードにおいて優れた性能と経済性を提供します。新
しいクラウドネイティブ・アプリケーションを既存のデータ管理
アプリケーションと共存させることで、通信のレイテンシーの低
減、スループットの向上、優れたセキュリティーの実現など、既
存のデータに対するグラビティーがもたらすメリットを享受でき
ます。

高価値、高品質のソフトウェアをユー
ザーに迅速に提供します。

IBM Powerを基盤とするエンタープライズ
IBM Powerは、オープンソースの言語やツールをサポートする、
完全に最適化されたエンタープライズ・ソフトウェアを提供し、
クラウド環境とオンプレミス環境の間でデータを容易に移動する
ために必要な柔軟性を備えた、スムーズなハイブリッド・エクス
ペリエンスを実現します。IBM Power11は、オンチップのアク
セラレーション、高い並列処理性能、大容量のメモリーを備え、
AIをトランザクションやワークフローに組み込むための持続可
能で安全なプラットフォームを提供します。Power11プロセッ
サーを搭載したサーバーは、お客様がビジネス・クリティカルな
アプリケーションやデータに近い場所で推論やAIの組み込みを行
えるようにします。データが存在し、生成されている場所にAIを
取り入れることで、セキュリティー・リスクを低減し、レイテン
シーを短縮して、パフォーマンスを向上させます。

IBM watsonx for Power 
2025年12月から、IBM watsonx.dataを
Powerプラットフォーム上で利用できるように
なります。お客様は、AIおよび分析向けに、
機密性が高い企業データの大規模なアクセス
および変換・管理に対応できます。IBMは、
watsonx.dataをPowerに投入することで、
IBMは企業のAI活用の取り組みをスムーズに前
進させます。

IBM Cloud Pak for Data 
IBM Cloud Pak for Dataは、データの収集、整
理、分析を簡素化します。 IBM、オープンソー
ス、サードパーティのマイクロサービスとアド
オンの統合カタログを通じて、データを洞察に
変換します。 

IBM Concert for Power 
IBM Concertは、ITオペレーション・チームが
ハイブリッドIT環境全体について詳細なインサ
イトを獲得できるように設計された、AI搭載
のモダンなオブザーバビリティーおよびオート
メーション・プラットフォームです。Concert
では、AIX、IBM i、Linuxなど、Power上で動
作するワークロードの監視と最適化を行うこと
ができます。 

IBM Cloud Paksはこちら→

https://www.ibm.com/jp-ja/cloud/paks
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コンテナ・ソフトウェアの広範なエコシ
ステムを活用したイノベーション

アプリケーションのモダナイゼーションに欠かせないのは、チー
ムが最新テクノロジーを使用してイノベーションを実現するのに
役立つ優れたソフトウェア・エコシステムです。現在、オープン
ソース・コミュニティーは、組織のモダナイゼーションにおいて
これまで以上に重要な役割を果たしています。IBM Powerは、
現在のコア・ビジネス・アプリケーションを実行できるだけでな
く、図1に示す幅広い一般的なオープンソース・ソフトウェアや
商用コンテナ・ソフトウェアを実行できます。

IBM Cloud  
Transformation Advisor

IBM Cloud Transformation Advisorは、モダナイゼーションの
ためのオンプレミス・ワークロード（WebSphere、Red Hat 
JBoss、Oracle WebLogic、Apache Tomcat、IBM MQ、IBM 
WebSphere Message Broker、IBM Integration Bus）を分析す
るのに役立ちます。アプリケーションの複雑さを判断し、その過
程で役立つ推奨事項を提案します。

IBM Cloud Transformation Advisorは、IBM Cloud Pak for 
Integrationとともにライセンス供与されます。すべての機能を
お試しいただける無料の90日間試用ライセンスで、その性能を
お確かめください。 

Linuxのイメージ

Red Hat
CentOS
AlpineLinux
SUSE
Ubuntu
BusyBox
Debian

クラウドとDevOps

Jenkins
Red Hat Ansible
Red Hat OpenShift
Kubernetes
Gradle
Maven
Terraform
Travis CI

ウェブとミドルウェア

WebSphere Liberty
JBoss by Red Hat
Open Liberty
Wildfly
Apache Tomcat
RabbitMQ、ActiveMQ
Fuse、3Scale
WordPress

ネットワークとモニタリング

Prometheus
NGINX
Apache HTTP Server
Etcd
ZooKeeper
HaProxy

言語およびランタイム

Java
Python
PHP
GO
OpenJDK
ノード
R
Ruby
Rust
GCC
TensorFlow

データベース

Cassandra
MongoDBの比較
Redis
MariaDB
EDB MySQL
PostgreSQL
IBM Db2
CouchDB
Memcached

アナリティクスとAI

Grafana
Kibana
ElasticSearch
Logstash
Fluentd
IBM Watson Studio
IBM Watson
機械学習
AMQ Streams（Kafka）
Kogito Decision
マネージャー

ストレージ

コンテナ・ストレージ
インターフェース
IBM Spectrum Virtualize
PowerVC CSIドライバー
NFS
その他

Erlang
Transform 
Advisor
Appsody

図1：IBM Power上のコンテナ・ソフトウェアの広範なエコシステム（すべてを網羅しているわけではありません）

参照
	– Red Hat OpenShiftカタログ
	– Docker Hub（ppc64leおよびibm.com）
	– IBM Powerエコシステム
	– ライセンスを取得したソフトウェア（例：IBM、Red Hatなど）向けのの適格レジストリー

注：リンク先は、ibm.comの外部です。

https://www.ibm.com/jp-ja/docs/en/cta
https://catalog.redhat.com/software/containers/search?p=1&architecture=ppc64le
https://hub.docker.com/u/ppc64le
https://www.ibm.com/jp-ja
https://github.com/ppc64le/build-scripts
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アプリケーション・モダナイゼー
ションに進むための次のステップ
アプリケーションのモダナイゼーションと一口に言っても種類や
規模はさまざまで、どこから始めればよいのかを知ることは、必
ずしも容易ではありません。重要なのは、価値を迅速に実現し、
高い頻度で顧客に提供し、リスクを軽減することです。ITインフ
ラストラクチャーに深い知識と経験を持つIBMの専門家がお手伝
いします。 

IBM Technology Expert Labs 
IBM Technology Expert Labsインフラストラクチャー・サービ
ス・チームは、IBM PowerへのRed Hat OpenShiftの迅速なイン
ストールや、貴社の担当チームが取り組みを効率的に管理するた
めのトレーニングを支援し、お客様のモダナイゼーション計画を
迅速化します。また、IBM Powerのクラウド・ポートフォリオ
全体に対する専門知識を活かして、基本的にあらゆるクラウド・
プロジェクトの実行を加速させます。

IBM Garage 
IBM Consultingの重要な構成要素であるIBM Garageは、ビジネ
ス上の課題に対する革新的なソリューションを開発するための協
力的かつ実践的なアプローチであり、ビジネスのモダナイゼー
ションの機会を特定するのに役立ちます。そのうえで、チームと
一緒にアーキテクチャーと最小実行可能製品（MVP）を定義し
て構築し、フィードバックに基づく改良を繰り返して、ソリュー
ションを共創できます。

ビジネス戦略、デザイン、テクノロジー、文化、イノベーション
を考慮するIBM Garageのアプローチは、世界をより良くするた
めの触媒となるというIBMの使命達成に欠かせません。企業がモ
ダナイゼーション計画を立てるために必要なプラクティス、ツー
ル、テクノロジー、専門知識を提供することで、企業が今日の課
題に対処するだけではなく、明日の課題にも備えられるよう、支
援しています。

アプリケーションのモダナイゼーションは、貴社が顧客のニーズ
を満たすのに不可欠な重要な投資です。IBM Powerを使用する
と、モダナイゼーション・プロセスを簡素化できるため、ビジネ
スのあらゆる側面を常時最新の状態に保ち、変化が激しい世界の
課題に対処できるようになります。

ハイブリッドクラウドでIBM Powerを 
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